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核と人類tよ共存できない
毎年、中学生ら若い人への引き継ぎ交流

連合活動日話

今
年

も
７

８
年

前
と

同

じ
暑

い
日

を
前

に
７
月

‐７
日

市
内

東
山

霊
園

に

あ
る
岡
山
市

原
爆

死
没
者

供
養

塔

の

清
掃

活
動
を

行

っ

た
。

地

元
市

立
東

山
中
学
校

の
２

・

３
年

生

ら
約

１
０
人
余

や

原
水

禁

岡
山

県
民
会
議
、

岡
出
市
被

爆
者

団
体
協
議
会

な
ど
か

ら
総

勢
約

２
５
名
が

参

加

し
た
。

連

日
熱

中
症
警

戒

ア
ラ
ー

ト
が

で

て
い
て
、

当

日
も
朝
か
ら
暑

い
日
差

し

の
な

か

８
時

か
ら
作

業

開
始
。

途
中
水

分
補
給

の
休

憩

し
な
が

ら
約

「
時
間
余
、

伸

び
て
い
た
植
栽
の
剪
定
や
供
養

塔
の
１
年
合
の
砂
挨
を
濡
れ
た

タ
オ
ル
で
て
い
ね
い
に
ぬ
ぐ
う

の
は
中
学
生
が
中
心
で
進
め
た
。

供
養
塔
に
込
め
ら
れ
た
、

戦
争

の
惨
禍
を
再
び
繰
り
返
さ
な
い

思
い
を
若
い
人
に
引
き
継
ぐ
た

め
、

恒
例
の
取
り
組
み
と
な
っ

て
い
る
。

初
め
て
経
験
す
る
剪

定
バ
サ
ミ
の
使
い
汚
を
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
刈
り
残
し
に
も

再
ぴ
ハ
サ
ミ
を
入
れ
た
り
、

供

責
塔

の
彫
り
込
ま
れ
た
碑
文
ま

で
て
い
ね
い
に
拭
い
、

き
れ
い

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
姿
で
建
っ

て
い
た
。

お
礼
の
ペ
ツ
ト
の
お

茶
と
パ
ン
を
受
け
取
り
、

す
で

に
強
い
日
差
し
の
中
を
下
っ
て

い
っ
た
。

　

写
真
レ
ポ

。
野
崎

韻

ン

ン

ン

ン

Ｊ

Ｏ

Ｕ

Ｒ

Ｎ

Ａ

Ｌ

連

日

の
熱
中
症
警

戒

ア
ラ
ー

ト

の
下
、

７
月
２
２
日
、

ま
だ

日
差

し
が

強

い
夕
刻
、

定
例

の

市

民
と

立
憲

野
党

の
合

同
宣
伝

を
行

っ
た
。

社

民
、

立

民
、

共

産
、

新
社
会
と
お
か
や
ま

い
っ

ぽ

ん
が

マ
イ
ク

・
リ

レ
ー

し
、

物
価
高

騰
、　

マ
イ
ナ
カ
ー

ド
間

題
、

共

闘

の
共
通
政
策
、

戦
争

へ
の
道
を

ま

っ
し
ぐ
ら

の
岸

日

政
権
批

判
な
ど
、

共
闘

し

て
政

治
を
変

え
よ
う
と
訴

え
た
。

２
６

日
に
は
党

の
定

例
街
宣

を
行

い
、

「
反
核

・
脱

原
発

・

反
軍
拡
」

を
中

心
に
訴
え
た
。

ま

た
、

上
掲

の
供
養
塔
清

掃

に

つ
づ
き
、

原
水
禁

県
民
会

議

は
７
月

２２
日
、　

コ
ロ
ナ
禍

で
中

断

し
て
い
た

平
和
行
進

と
世

界

大
会

・
広
島

大
会

に
向

け
た

取

り
組
み
を

議
論
。

広
島
大
会

の

折

り
鶴
行
進

・
開
会

集
会

の
日

帰
り
参
加
を
確

認
。

２７

日
に
は

笠

岡
―

大

門
間
を

行
進
、

広
島

引
継
ぎ

集
会

に
参
加

し
た
。

写
真
上
／
立
憲

野
党
合

同
宣

伝

〃
　

中
／
社

民
党
定

例

街
宣

”
　

下
／

平
和
行
進
広
島

引
き

継
ぎ

へ

（
福
山
大
門
）

あ
【
の

判

　

的
豹

嘘
時
寺

中
浅

的

険

云
々
を

超

え

て
社

会
生

活

の

一

部
だ

と
実
感

す

る
。

と

こ
ろ

で
ス

マ
ホ
を
覗
き

見
た

わ
け

で
も
な

い

が
、

仲
間

の
間

で
話
題
に
す

る
内

容

に
周

り

の
誰

か
が

「
知

っ
て
い

る
」

と

う
な
づ

く

こ
と

は
ま
ま
あ

る
。

あ

ふ
れ

る
情

報
も
案

外
と
内

容

の
範

囲
は
限

ら
れ

て
い
る
と

い

う

こ
と

か
も
。

話
題

の
生
成

Ａ
Ｉ

チ
ャ

ツ
ト

Ｇ
Ｐ
Ｔ
な

る

の
も

で
は

同

じ
よ

う
な
答

え
が

よ
く
出

て
く

る
と

い
う
。

創
造

性
豊

か

で

ユ

ニ

ー

ク
な

□
答
、

人
間
味
あ

る
ゆ
と

り
人
間
が

出

て
く
る

こ
と
を

の
ぞ

む

の
は

い
ま

や
化

石
人
間
だ

け
か

▼
こ

の
よ

う
に
”
も

ん
も
ん
”
と

し
な
が

ら
、

い

つ
の
間

に
か

ス

マ

ホ

の
規
格
化

さ
れ

た
□
答
が

「
現

実
主
義
」

を

形
成

し

て

い
く

の
か

そ

こ
に
は
黙

っ

て
い
る

の
が

無
難

と

い
う
風
潮
さ

え
ま
ん

延
さ
せ
は

し
ま

い
か

▼
現
実
的

は

現
状
維
持

を
意

味

し
、

最
善

で
も
唯

一
の
選

択

肢

で
は
な

い
だ

ろ
う
。

「
現
実

主
義
」

の
前

に
、

日
本

国
憲

法
を

理
想

と

し

て
棚
上
げ

さ

せ

て
は
な

ら
な

い
。

理
想

の
な

い
と

こ
ろ
に

真

の
喬
望

は
な

い
。

　

　

（
の

定
例
学
習

・
読
者
会

「
大
槽

ゆ

う

こ
氏

の
参

議
院

議

員
就
任
を

祝

う
会
」

が

７
月

６
日
、

出
身

地

の
高

梁
市

内

で

地

元
有
志

ら

に
よ

っ
て
催

さ
れ
、

地

元
関
係
者
、

社

民
党
関
係

者

ら

４
５
人
が

集

っ
た
。

大
槽

議

員
誕
生

の
き

っ
か

け
を

つ
く

っ

た
党

全

国
連
合

・
服
部
幹
事

長

か

ら

‐９
年
参
院

選
比
例

区

の
社

民
党

の
１
議
席

に

つ
い
て

の
経

過
や

国
会

で

の
今
を

報
告
。

近

藤
市

長
ら

の
来
賓
あ

い
さ

つ
後
、

大
椿
議

員
は
、

御
礼

の
あ

と
、

過
疎
化
と
働
き

□
不
足
、

自

ら

直

面
し
た
非

正
規

一屋
用
を
重

ね

合

わ
せ

て
国
会

に

現
状
を

届
け

る

こ
と
。

選
挙

の
時
、

父
親
が

一言
っ
た

「
山

の
上

の
実
家

か

ら

岡
山
空
襲

の
火
が

見
え
た
話
、

戦
争

で
い

い
こ
と

は
な

い
。

９

条
守

ら
ん
と

い
け

ん
と

託
さ

れ

た
」

こ
と
。

　
Ｆ

こ
の
議
席

は
、

非

正
規

も
外

国
人
労
働
者

も
安

心

し
て
働
き
、

生

活

で
き

る
社

会
を

実

現
す

る
た
め

に
使

っ
て

い
く
」

と
応

え
た
。

岡山市平和推進協理事会(武本)
さよなら原発実行委(武本)

おかやまいっぼんイベント(宮田)
岡山市平和推進協総会
大椿ゆうこ参議院議員就任を祝う会
岡山市原爆死没者供養塔・清掃
原水禁岡山県民会議
市民と立憲野党の合同宣伝

社民党定例街宣 マツキヨ前

原水禁平和行進・|1継ぎ式(福山)
半田滋 講演会 十日労金ビル5F
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8/3(本 )18:30～ 19:30
岡山駅東ロマツキヨ前

福島放射能汚染水海洋放出反対
日韓市民徒歩行進 支 援

8/24(水 )17:30

党定例街宣

8/26(土 )17:00
市民と立憲野党合同宣伝


